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2009/6/25 

 ６月1８日（木） 上野年度６月第３例会報告 

会 報 

つくば学園ロータリークラブ    

  

 

 

It is the 23rd year since 1986 TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

  例会概要          

上野会長の点鐘で開始された６月の第３例会。ＲＣソング斉唱の後

は、本日は先にお食事タイムとなりました。お食事のあとは会員誕生

日の記念品贈呈が行われました。次につくば学園ＲＡＣの石塚会長か

らこの１年間の活動報告がありました。続いて小林次年度会長から

は、希望あふれる新年度の抱負が語られました。これを受けて上野会

長からは、この１年間のアクトの活動に対するねぎらいの言葉と、活

動費が贈呈されました。 

引き続き、各委員長からの事業報告がありました。先週から始まった

この事業報告も、残りを数えるとわずかになってきました。とうとう

上野年度も大詰めとなってきたという感じがヒシヒシと伝わります。

報告を聴いていると各委員長をはじめとする委員の皆さんがこの１年間、様々な思いで当クラブの活動を

支えて下さったことがよく理解できました。各委員会の事業報告が終わり、本日のニコニコボックスが発

表されました。ノルマ達成を目指して最後の追い込みです。浦里委員長から出席率の発表があったあとは 

ＲＣソングを斉唱し、上野会長の点鐘で本日の例会が終了致しました。お疲れ様でした。 

  事業報告                   第１クラブ奉仕委員会 

 

 １．会員増強 

   昨今の丌況下で現状維持が精一杯のクラブが多い中、純増 

   ３名を達成できました。 

   会員増強委員長の岡添氏、以下クラブ員全員の勧誘活動が 

   実を結んだものと理解しています。 

 

 ２．森の創成事業の継続 

   当初、この事業がスタートした頃に比べると、当クラブ員 

   の間でも、且つ他のクラブ間でも、本事業に対する理解と 

   認知度が高まって来たと認識しています。 

   今後もより一層の内容の充実に努めながら、引き続き本事 

   業を継続することにより、更なる理解と認知度を深めて行 

   きたいと願っています。 
東郷第１クラブ奉仕委員長 
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  事業報告                    親睦活動委員会                       

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

  事業報告                     米山奨学会委員会      

 

 １人でも多くのメンバーに集まってもらい、楽しく親睦を深め 

 る機会作りを心掛け１年間事業を行ってまいりました。 

 

 親睦活動＝ロータリーではありませんが、会員相互の絆を深め 

 る事が、よりよいロータリーの奉仕活動に繋がっていくと痛感 

 した１年でした。 

 

 毎回、沢山ノメンバーの参加のもと、事業が終了できましたこ 

 と感謝いたします。 

 

 事業実績 

   （上期） ７月１７日 会長・幹事慰労会 

          １９日 納涼会・国際交流パーティー 

       １２月２５日 クリスマスパーティー 

    

   （下期） １月２２日 新年会 

        ３月１９日 親睦夜例会 

        ４月 ２日 観桜会 

        ４月１６日 懇親会 

 

   （その他）会員、奥様誕生、結婚祝い 

        誕生日：会員には日本酒、奥様にはハンカチ 

        結婚祝：プリザーブドフラワーを自宅にお届け 

小城親睦活動委員長 

中山米山奨学会委員長 

 

 １．本年度米山奨学生の受け入れとカウンセラーの割り当ては 

   ありませんでした。 

  

 ２．米山月間の10月16日の例会にて、土浦ＲＣ小倉様と2008年 

   米山奨学生バルビーン ロクシャナさんをお招きし、卓話 

   を開催しました。普段なじみの無いバングラデッシュの話 

   と、日本の日の丸に計上がよく似た国旗の意味等、会員の 

   皆さんも興味をもたれておりました。 

 

 ３．年当初、特別（個人）寄付の計画は２万円としましたが、 

   前期の米山月間に１万円の特別（個人）寄付に留まってし 

   まいました。 

 

 今後は、つくば学園ロータリー基金とのリンクを考えていくこ 

 とが、米山奨学生を受け入れるクラブへの道かなと思います。 
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TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

  事業報告                  プログラム委員会                       

大友プログラム委員長 

 

 １．各委員会の事業、日程を調整し、年度初めに計画した年間 

   計画に基づいて、例会のプログラムを企画した。 

 

 ２．サイバーダインスタジオの視察など、つくば発の新技術開 

   発や製品などの体験を実施した。 

 

 ３．招待卓話については、旪な話題を提供できる講師に依頼し 

   それぞれの業界の最新の話題を拝聴することができた。 

 

 ４．夜の例会などを通じて、会員の親睦活動を図ることができ 

   た。 

 

 今年度はできなかったが、招待卓話をする上で、年に１度～２ 

 度は卓話時間を延長して招待者の選択範囲を広くすることも検 

 討できれば良いと思いました。 

 今年度は新入会員が多く入会して頂いたため、新入会員の卓話 

 が多くありましたが、来年度については会員同士の卓話を取り 

 入れることも良いのかと思います。 

  事業報告                  クラブ会報委員会                       

 

 １．「読んで楽しい明るいクラブ会報作り」を心がけ、イメー 

   ジカラーをグリーンに変更し、例会会場の隅々までを見渡 

   し、例会の様子や出席会員の顔ぶれがわかるような写真を 

   載せました。会報に自分の写った写真が載っていないと丌 

   安になる、という声を頂戴しました。 

 ２．「ロータリー再発見」と題した特集を組み、今年度ＲＩ会 

   長が掲げるテーマに沿った強調事頄やＲＩの奉仕活動、情 

   報を掲載しました。これにより新入会員でも会報を目にす 

   ることで理解し易くなると考え、取り組んでみました。 

 ３．例会会場での配布部数を各テーブル１～２部程度に削減し、 

   環境にやさしく用紙、トナー、ホチキス等資源の節約を図 

   りました。 

 ４．当クラブの活動を記録するのみならず、アクトへの関心を 

   喚起するための記事も掲載し、現状を伝えました。 

   また、広く他クラブにも定期的に発信できるよう、岡本副 

   委員長と手分けして可能な限り毎週発行に努めました。 

   さらに前年度より継続して、当クラブＨＰ上にクラブ会報 

   を公開しました。その結果、他クラブ会員からも好評の声 

   をいただきました。 

安藤クラブ会報委員長 
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  事業報告            つくば学園ローターアクトクラブ                       

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

ロータリーソング斉唱の模様は、だいたいこんな感じです。 

つくば学園ＲＡＣ 

石塚会長と小林幹事 

 

 年度初めは存続の危機に陥ったローターアクトでしたが、提唱 

 ロータリークラブである皆様、近隣地区内アクトからのご支援 

 をいただき、会員数も現在７名になりまして、今年１年なんと 

 か活動することができました。ありがとうございました。 

 様々な例会を行いましたが、その活動を通じて地域に貢献しな 

 がら自分達もたくさんのことを学んで来れたと思います。 

 

 次年度は石塚会長が地区の幹事を行いますが、小林新会長のも 

 とでつくば学園ローターアクトでも活動を支えて行こうと思っ 

 ています。新年度は８名でスタートが切れる予定です。 

 

 新年度は、今まで以上に皆様とのコミュニケーションを図れる 

 ように努力し、例会にも参加させていただきます。 

 また、ロータリアンの方々にも私たちの例会や活動にご参加を 

 いただけるとうれしく思います。これからもどうぞよろしくお 

 願い致します。  （談：要旨） 

 

 

提唱ロータリークラブとして、上野会長より活動費が贈呈されま

した。つくば学園ＲＡＣは、地区内でも若さと団結力、行動力な

どが称賛されております。また当つくば学園地域には３つも大学

があり、また国際性も豊かである、という当地ならではの特色を

生かしたクラブ作りを期待することができます。 

我々ロータリアンが、逆境から這い上がってきたそのアクトスピ

リッツに、さらに勢いを付けてあげ、側面から支援してあげるこ

とが重要だと思います。 

地区内で１番のアクトクラブに成長する日は、そう遠くないと思

いました。   （報告：安藤） 上野会長より活動費を贈呈 

      ６月１８日（木）  例会会場から                       
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      ６月１８日（木）  例会会場から                       

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

大友ＳＡＡは孤軍奮闘でした。 遅れて駆け付けた皆葉ＳＡＡ 

 会報を見てくれている高橋会員。 

こちら古本会員も会報を見てます。 半チャン２回やろうか？ 勉強熱心な会員もいます。 

事業報告を熱心に聴く大木会員。 目をつぶって聴く小堀会員。 熱心にメモを取っています。 

出席率が気になる浦里会員。 

ニッコリほほ笑む井田会員。 

お食事報告。 
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国際ロータリー（ＲＩ）のテーマとは、ＲＩ会長から、毎年発表されるロータリー・メッセージのことです。こ

のテーマは、ロータリー年度を通じて、奉仕の実践に最も重要なものです。 

 テーマは、会長の抱負を端的に物語るとともに、そのロータリー年度の進路を示すものでもあります。 

 ＲＩ会長は、在職年度中に国際ロータリーで項守する適切なテーマを選ぶことができますし、選ぶように奨励

されています。 

 先輩会員の中には、ＲＩ会長のテーマとかターゲットといわれる方もいらっしゃると思います。以前、そのよ

うな呼び方をしていたころがあったからです。 

 

ＲＩテーマはいつ発表されるのでしょうか 

 国際ロータリーのテーマが発表されるのは、前年度中に開かれる、*国際協議会（The International Assem-

bly）においてです。国際協議会とは、一言でいえば、ガバナーエレクトの研修会です。全世界のガバナーエレク

トが一堂に会して、国際ロータリーに関するいろいろなことを勉強したり、意見交換をしたりするのですが、こ

の席上で、次期ＲＩ会長、すなわちＲＩ会長エレクトによって、ＲＩの新プログラムの説明とともに、次年度Ｒ

Ｉのテーマが、発表されます。国際協議会で一番関心が集まるのは、何といってもこのＲＩテーマの発表です。

（国際協議会は、1998年の規定審議会により、1998―99年度から2月15日より前に開催されることになっていま

す）。 

 かつて、ガバナーエレクトたちは、ＲＩテーマの発表を受けて、地区内のクラブなどにあてて、テーマとロゴ

の入った絵はがきを送りました。多くの会員がこのはがきを見て、新年度のテーマを知ったものです。 

今でも、国際協議会の折にはガバナーエレクトにテーマとロゴの入ったはがきが配られますが、そのはがきを利

用する人は少なくなりました。テーマの発表からあまり時間を経ないで、ＲＩのホームページにテーマが掲載さ

れるからです。また、コンピューターを持参しているガバナーエレクトやその他の出席者によってＥメールでガ

バナーエレクト事務所や知り合いのロータリアンに通知され、そのメールが転送されてあっという間に新しい

テーマが会員の知るところとなります。 

 

ＲＩテーマが活用すべき唯一のテーマです 

 「ガバナーが会長のプログラムもしくはテーマを採り上げ、あらゆる適切な方法によって強調することは、そ

の役職と切り離すことのできない任務である」と、『手続要覧』に記載されています。 

  ロータリー再発見  

 私たちが、毎年当たり前のように接するＲＩテーマ。 

 09-10年度 国際ロータリーのテーマは「ロータリーの未来はあなたの手の中に」です。 

 このＲＩテーマについて調べようと思っていたら、都合良くロータリージャパンのＨＰに記事がありま 

 したので引用させていただきました。 

 

 

 

特集 



Page 7 

2008-09 Vol. 42 TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

ＲＩのテーマやプログラムを強調するやり方として、『手続要覧』には、地区大会やその他の地区の会合での

テーマに使用する、ガバナー月信、公式訪問、その他の地区内のクラブや、ロータリアンと接触する場で紹介す

る、そういった方法を挙げています。 

 また、「ＲＩテーマは、活用すべき唯一のテーマであって、他のテーマの使用は控えなければならない、とい

うことをＲＩ地区とクラブの全役員の注意を喚起する」とも記述されています。 

 このような適切な行為によって、テーマが個人個人に浸透するでしょうし、また、会長のメッセージというも

のは、すべてのロータリアンに知らされ、理解してもらい、効果的に実行されなければならない、とされている

のです。 

 

テーマの誕生を探ると…… 

 1949－50年度のパーシー・ホジソン（Percy Hodgson）会長のとき、初めて「テーマ」として出されまし

た。続いて50－51年度のアーサー・レグー（Arthur Lagueux）会長もテーマを示しましたが、続くその後の会

長は、特にテーマとしては何も残していません。 

 そして、公には、1953－54年度のホアキン・セラトサ・シビルス（Joaquin Serratosa Cibils）会長が、1952

年のパリ国際大会において、自身が会長エレクトのとき、一種のスローガンの形で、発表しました。 

 それは「The more clubs we have, the more friends we have; and the more friends, the greater oppor-

tunities for service.」――「クラブがふえれば友人が増す 友人がふえれば奉仕の機会が増す」というもので

す。 

 さて、1952年・パリ国際大会のシビルス会長エレクトのアドレスには、確かに「クラブがふえれば友人

が…」の趣旨の英文がみられます。また、1952年11月に来日された時にも「More clubs, More friends」―

「もっとクラブを、もっと友を」といったようです。 

 しかし、上記のような、テーマとして明文化された英文・＊邦訳は、ＲＩの指定する公式書類の形では、残っ

ていません。そして、のちに彼が会長になったときには「Rotary is Hope in Action」というものがテーマに採

用されており、『The Rotarian』1953年7月号の会長メッセージのページには、「Rotary is Hope in Action」

の方が記載されています。このテーマについては、公式な邦訳は存在しておりません。 

 この辺りに、やや記録的な混乱がみられますが、結果として、1953－54年度以降、恒常的にテーマは出され

続けて、今に至っています。それに呼応し、翌1954－55年度からテーマに対して、日本語の「公式訳文」がつ

けられるようになりました。 

  ロータリー再発見  

『ロータリーの友』2003年6月号から 

 

 

特集 
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 今週のニコニコＢＯＸ   ６月１８日 

安藤 栄敏 
 会報委員、任務終了まであと一息！来年度の岡本会報委員長、頑張って下さ 

 い。 

飯田 正行  来週来られなくなると、ノルマが達成出来ないので今日にします。 

井田 充夫 
 上野会長・斎藤幹事、１年間ご苦労様でした。会長の半殺しの理論は、勉強 

 になりました。これからも楽しい話を聞かせて下さい。 

 

  今週のお客様紹介  ６月１８日（木）                     

 

 つくば学園ローターアクト 会長 石塚美紗 様 

                     （右） 

              幹事 小林一政 様 

                     （左） 

  会員お誕生日                      

 

 ６月 ９日 稲葉 浩吉 会員 

   ２４日 東郷 治久 会員 
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 今週のニコニコＢＯＸ   ６月１８日 

大堀 健二 
 誕生日の運転免許更新でゴールド免許をもらい、ＳＤカードの申請をしまし 

 た。１２年間無事故、無違反でした。スーパーゴールドＳＤカードを目標に 

 がんばります。 

岡添 紘樹    
 新人研修が盛況に出来ました。ありがとうございました。中村会員、吉岡会員 

 講師ご苦労様でした。 

岡本 武志 
 前回、所要により欠席してました。そのせいでしょうか、今日は声が出ませ 

 ん。 

高橋 恵一 
 次年度、出席委員会をおおせつかりました。無届欠席ゼロ、実現のため会員 

 各位のご協力をお願いします。 

中山 正巳 
 久し振りに例会に出席できました。でも次年度ＳＡＡ委員会には出席してお 

 ります。大野委員長、その折にはご馳走様でした。今日は委員会開催予定あ 

 りませんか？今晩はヒマです。 

 

本日の合計 ￥１２６，８５０－ 

本年度累計 ￥１，３９９，１１０－ 

会員数 出席数 欠席数 内無届欠席数 出席率 出席免除 

６５名  ４４名  ２３名  ３ ７２．３０％ ３名 

報告 

出席委員長  

浦里浩司 

 「無届欠席数」 

  ３名でした！ 
残念！ 

 出席率報告       ６月１８日（木） 



       

   ７月 ２日（木） 例  会 （オークラフロンティアホテルつくば） 

                   ◇会長・幹事就任挨拶  ◇理事 事業計画発表 

                   ◇奥様誕生祝い・結婚祝い 

   ７月 ９日（木） 移動例会 （ダイワロイネットホテルつくば） 

                   ブラッセリー・デュプラにて午後７時から  

                   ◇直前会長・幹事慰労会 

   ７月１６日（木） 休  会 定款第５条第１節により  

   ７月１８日（土） 移動例会 （豊里 ゆかりの森）午前11時から 

                   ◇納涼祭・国際交流パーティ 

            ※アロハシャツやポロシャツなどの軽装で参加して下さい。 

            ※ご家族・友人の参加大歓迎です。（人数をお知らせ下さい） 

編集後記                   （クラブ会報委員長：安藤） 

●クラブ会報は２週連続で例会当日の早朝に出来上がる、綱渡りの発行が続いてしま

いました。そんな状況なのに先週末から月曜日までの４日間、よせばいいのに今回は

单の島へ。その島のゴルフ場でカートに偶然乗り合わせた（カートが故障したらしい

ので乗せてあげた）初老のご婦人は、専属日傘係やお伴を連れてのセレブ風。構わず

前に進む旦那様とおぼしき方々達においてけぼりをくった老婦人と、たまたま３人組

だった私たちと、残り数ホールを一緒にラウンドすることになりました。ご婦人の専

属カート運転手となった私にご婦人が話しかけてくる。仕方なしに私のテキトー英語

で答えても会話が成立するから丌思議です。ご婦人がボールを打つ近くまで送り迎え

しているうちにカートに置いてあった私のデジカメを持ち上げ、ロータリークラブ？

とお聞きになります。イエース！と答えた私が持参していたデジカメには、今年の地

区大会で買ったＲＩのロゴ入りストラップが。先週例会の時に持っていくのを忘れた

あのデジカメ。この旅行に、ましてやゴルフ場のカートにまで、しっかり忘れずに持

参してきたあのデジカメ。なんとこのご婦人は地元ＲＣの会長経験者で、数年前まで

はこのゴルフ場のディレクターさんだったそうで、今夜は市内のホテルでパーティが

あるから来ないか、と誘われてしまいました。今夜はカジノに行くからダメっすよ。

カジノなんてそんなの止めなさい、プレスリーのモノマネショーはサイコーなのよ。

クラブハウスでお手製のサンドイッチをごちそうになり、思わぬところで国際交流。

  

４つのテスト４つのテスト 

１．真実かどうか１．真実かどうか            

２．みんなに公平か２．みんなに公平か        

３．好意と友情を深めるか３．好意と友情を深めるか  

４．みんなのためになるかどうか４．みんなのためになるかどうか  

つくば学園ロータリークラブ 
〒305-0047  

茨城県つくば市千現２丁目１番６つくば研究支援センターＡ２８ 

電話 029-858-0100          FAX  029-858-0101 

Email:gakuenrc@46gama.com 

 ホームページもご覧下さい 

 http://www.46gama.com/ 

    

   例会日   木曜日 １２：３０～１３：３０ 

   例会場   「オークラフロンティアホテルつくば」  

           つくば市吾妻１丁目１３６４－１ 
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 プログラム 予告        

  友好クラブ 

    京都山城ロータリークラブ 

   （2650地区） 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

 


